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論
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Z
ル
の
枇
舎
皐
概
念
・

露
西
亜
の
新
経
漕
政
策
す
」
農
業
・
-
教
授
法
串
柿
ナ

土
佐
の
百
姓
一
撲
-
-
-
-
-
-
-
-
敬
援
組
山
師
事
士

抽珊

教
投
法
皐
岬
士

講
師
丈
皐
博
士

院
内

支
那
問
題
管
見
・

揖
鳳

-
敬
控
訟
串
柿
士

苑

プ
ル
ゲ
ン
氏
の
諸
枇
曾
主
義
評
論
敬
授
一
法
品
博
士

琉
球
の
鹿
長
役
以
後
-
-
-
・
・
・
敬
控
法
勝
博
士

雑

錦
鰍

日
銀
指
蚊
柑
用
の
一
指
標

伊
太
利
の
リ
ラ
貨
引
上
策
に
つ
い
て

長
週
明
景
気
循
環
じ
附
す
る
一
研
究
・
・
組
問
問
中
士

梅
雨
考
・
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
金
援
法
串
博
士

講
師
紐
抑
融
・
士
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題

管

見

末

麿

重

占住

雑
介
石
氏
が
心
血
を
注
い
切
で
露
西
亜
式
軍
事
的
訓
練
を
施

L
た
上
に
、
三
民
主
義
仁
基
〈
革
命
的
精
紳
を
吹
込

ん

r国
民
革
命
軍
は
、
昨
年
夏
出
征
以
後
漣
戦
漣
勝
、
破
竹

ω如
き
勢
を
以
て
央
似
字
軍
を
打
破
h
τ
長
江
進
出

に
成
功
し
、
夏
に
南
昌
九
江
を
陥
れ
て
孫
伸
芳
箪
を
敗
走
せ
し
め
た
o

同
町
阜
は
A
T
や
杭
州
に
迫
り
、
遠
か
ら
す
上

海
に
進
入

Lτ
、
長
江
以
南
を
会
〈
閥
民
政
府
の
支
配
の
下
に
紅
か
ん
ざ
す
る
勢
が
あ
る
。

然
る
ご
こ
ろ
、
岡
民
政
府
を
支
持
す
る
園
民
議
に
加
入
し
た
》
』
ぜ
」
は
今
を
距
る
三
年
前
の
こ
ぜ
に
過
ぎ
前
向
け
れ

ど
も
、
共
産
黛
は
阪
に
黛
内
に
於
て
偉
大
な
る
勢
力
を
振
ふ
て
・
往
々
に
し
て
絡
を
借
'
り
て
母
屋
を
取
っ
た
酬
酬
が

あ
h
、
三
民
主
義
の
似
商
の
下
に
共
産
主
義
を
宜
伸
し

τ、
資
本
家
征
伐
に
努
め
つ
、
あ
る
の
で
あ
る
。
我
岡
一

.~ 

A詣

支
那
問
題
管
見

第
二
十
四
巻

五一一一七

第
三
抗

九

備、
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支
那
州
問
管
比

百iii

第
二
十
四
谷

五
三

λ

第

騨

ブL
四

部
の
者
は
之
e

佐川叫

τ、
支
那
を
此
備
に
放
置
す
る
ご
き
は
、
泣
か
ら
や
赤
化
し
て
我
岡
山
存
在
を
危
ふ
す
る
に
至

る
で
あ
ら

7
ピ
憂
慮
し
、
断
然
た
る
世
抽
出
に
出
ね
ば
な
ら
ぬ
己
主
開
眼
す
る
ゃ
う
で
ゐ
る
o

然
ら
ば
断
然
た
る
鴎
置

さ
は
如
何
な
る
よ
子

を
防
止
せ
ね
ば
な
ら
凶
正
い
ふ
な
ら
ば
・

そ
れ
は
全
〈
暴
血
中
で
ゐ
'
り
、
副
血
曲
帯
で
め
る
ご
一
ー
は
ね
ば
な
ら
向
。

抑
も
成
闘
に
革
命

ω馳
自
生
す
る
正
当
c

、
隣
国
が
共
の
偲
織
を
防
止
せ
ん
が
柏
崎
的
に
前
者

ω内
政
に
干
渉
す
る
こ

ご
は
、
過
去
百
五
十
年
間
に
於

τ麗
弐
繰
返
苫
れ
た
こ
E
で
あ
る
u

十
八
附
紀
末
仰
嗣
画

ω大
草
怖
が
勃
俊
し
た

芭
言
、
換
地
利
背
魯
西
等

ω専
制
お
主
岡
政
府
は
仰
蘭
両
闘
王
擁
護

ω縛
め
干
山
げ
を
試
み
て
成
功
せ
七
九
却
っ

τ

国
王
位
附
剛
一
晩
↓
佳
一
上
に
立
た

L
め

τ、
後
人
を
し

τ同
情

ω一
決
を
柚
叫
が
し
む
る
や
う
な
よ
ご
に
な
っ
た
。
そ
し

τ、

此
り
干
砂
は
二
十
有
償
年
に
一
旦
っ
た
欧
洲
戦
守
を
惹
起
し
、
欧
洲
諸
凶
民
を
し
て
塗
炭

ω苦
み
に
陥
ら
し
め
た
の

で
め
る
。
戦
後
欧
洲
の
四
大
国
政
府
賞
局
は
仰
附
西
大
革
命

ω産
物
た
る
民
主
々
義
的
瓜
抽
出
の
勃
卵
、
を
長
る
、
こ

ピ
甚
し
〈
、
千
八
百
十
五
年
の
維
納
依
約
で
定
ま
っ
た
欧
洲
の
現
放
を
維
持
す
る
ご
岡
山
叫
に
、
各
陣
沼
主
の
地
位

を
安
全
じ
す
ぺ
〈
、
聯
合
し
て
他
国
の
内
政
に
干
渉
し
、
革
命
運
勘
の
撲
滅
を
闘
っ
た
け
れ
ど
も
、
絡
に
散
々
の

失
敗
に
終
っ
た
-
」
ご
は
十
九
世
紀
庇
を
橋
〈
者
の
熟
知
す
る
ど
こ
ん
で
ゐ
ら
う
o
其
後
世
出
介
各
凶
は
鵬
州
立
自
主
で

あ
る
以
上
、
如
何
な
る
政
健
を
採
用
す
べ
き
か
、
印
も
専
制
沿
主
政
治
ピ
す
刀
、
き
か
、
立
憲
判
相
主
政
泊
正
す
べ
き

か
、
綿
花
又
共
和
政
治
を
行
ふ
べ
き
か
、
或
は
叉
如
何
な
る
法
仲
上
級
協
胴
上
枇
曾
上
の
制
度
を
賀
行
す
べ
き
か

.‘調.
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は
、
各
岡
氏
自
身
が
自
由
に
決
定
し
得
る
こ
ど
で
あ
っ

τ、
他
国
の
干
渉
容
爆
を
許
き
ぬ
正
い
ふ
原
則
が
厳
〈
承

認
せ
ら
れ
る
司
』
ご
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

然
る
に
此

ω他
図

ω内
政
不
干
渉

ω原
則
は
最
近
に
於
て
甚
L
〈
探
刷
せ
ら
れ
た
o

佐
界
戦
守

ω異
長
中
、
千

九
百
十
七
年
十
一
月
山
革
命
仁
成
功
し
て
露
両
亜
の
政
備
を
掌
握
し
た
共
産
議
が
、
世
界
草
仰
を
唱
導
す
る
に
驚

伴
ら
な
か
っ
た
o

聯
合
闘
は
此

ω目
的
を
以
て
露
両
亜
に
出
兵
し
た
の
み
な
ら
争
、
反
動
仮
た
る
デ
三
キ
ン
、

ニl

い
た
英
仰
等
聯
合
闘
は
、
自
凶
の
安
全

ω縛
め
に
露
両
豆
政
府
を
倒
壊
す
ぺ
〈
、
露
西
並
の
内
政
に
干
渉
す
る
を

デ
ニ
ヅ
チ
、

ウ
ノ
ラ

Y

グ
戸
、

コ
戸
チ
ャ
ッ
ク
等
に
多
大
な
る
援
助
を
拠
へ
て
反
艇
を
掲
げ
し
め
、
露
西
亜
閥
民
を

内
乱
ゃ
、
内
乱
が
臨
馴
ら
し
た
飽
州
出
等

ω斜
め
に
非
常
な
る
苦
難
に
陥
ら
し
め
た
。
我
闘
も
亦
蕗
阿
班
政
府
り
勢
力

一
恥
一
酬
を
防
止
せ
ん
が
錦
め
に
西
比
利
出
兵
ご
い
ふ
無
誌
の
師
を
出
し
、
十
億
凶
仁
近
き
大
金
を
離
殺
し
た
け
れ
ど

も
・
是
亦
何
山
り
殺
る
ご
こ
ろ
も
な
か
っ
た
。
此
等
叫
剛
一
説
及
び
西
比
利
に
於
け
る
列
闘
の
川
出
血
中
は
、
露
西
川
M

政
府
を

中
心
干
し

t
露
凶
盟
国
民
を
結
末
せ
し
め
、
北
(
の
園
内
的
及
び
岡
間
際
的
地
位
を
輩
闘
に
す
る
に
過
ぎ
れ
ぞ
』
Z
に
な

っ
た
か
ら
、
我
闘
は
大
正
十
四
年
一
月
二
十
一
日
の
日
露
協
約
に
よ
h
て
、
露
山
頂
政
泊
を
承
総
す
る
の
巳
む
な

き
に
至
っ
た
。

前
官

Tω
誕
る
は
以
て
後
車
の
戒
め
ざ
す
べ
月
で
あ
る
o

支
那
的
閥
民
政
府
が
如
何
に
赤
化
す
る
か
ら
ど

τ、
有

も
支
那
M

聞
民
が
北
(
の
政
策
に
共
鳴
す
る
な
ら
ば
、
自
ら
勢
力
を
確
主
l
τ
勤
か
す
べ
か
ら
5
る
も
の

Z
な
る
で
あ

時

前

主
那
州
題
管
品

第
二
十
例
巷

五
一
=
丸

第

掛

ゴL
E 
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B年

論

支
那
問
題
管
見

第
二
十
四
巻

五
回
O

第

観

1， 
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ら
う
h
r

ら
、
民
心
的
一
離
叛
す
る
軍
閥
を
援
助
し
て
、
支
那
の
内
政
に
干
渉
す
る
こ
Z
の
失
敗
に
絡
る
吋
き
は
隆
々

ご
し
て
明
で
ゐ
る
o

況
ん
や
、
此
事
た
る
、
我
闘
が
調
印
国

ω
一
た
る
支
那
に
闘
す
る
九
岡
俊
約

ω第
一
僚
に
掲

F

、e
Q

、
↓
支
那
凶
J

主
機
獅
立
並
北
(
の
傾
土
的
行
政
的
保
全
を
倉
重
す
る
-
旬
ご

斗
支
那
が
自
ら
有
力
且
安
闘
な
る
政
府
を
磁
立
維
持
す
る
活
一
肢
も
完
全
に
し
て
且
最
も
陣
礎
な
き
機
曾
を
之
に

供
興
す
る
-
』
己

の
ニ
原
則
を
明
に
陵
附
す
る
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、
国
際
信
義
の
問
題
正
し
て
も
、
支
那
内
政
不
干
沙

ω
主
義
を
巌

守
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

従
来
我
が
政
府

ω
封
支
方
針
は
此
鮎
に
闘
し
て
往
々
徹
底
を
快
ぎ
、
展
弐
支
那
凶
民
の
み
な
ら
や
，
.
支
那
に
利

害
関
係
を
有
す
る
諸
闘
の
疑
惑
を
招
き
、
非
難
を
変
っ
た
の
で
ゐ
る
が
・
現
内
聞
が
幣
原
外
相
の
言
明
す
る
が
如

f
「
支
那
の
主
機
及
び
傾
土
保
全
を
曾
重
し
其
の
内
政
に
つ
い
て
絶
針
不
干
渉
の
主
義
を
厳
守
」
し
・
南
北
雨
政
府

の
聞
に
立
ち
て
不
偏
不
業
公
平
無
私
の
態
度
合
持
L
、

一
般
支
那
国
民
よ
ち
好
成
を
以

τ迎
へ
ら
れ
つ
、
あ
る
二

E
は
.
我
国

ω骨
岬
め
に
大
に
慶
ぶ
べ
き
こ
ご
で
あ
る
正
一
五
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

支
那
の
内
政
干
砂
論
の
如
き
は
頑
迷
に
し
て
時
勢
に
官
目
な
る
少
数
者
り
意
見
に
過
ぎ
白
か
ら
大
し
て
閑
題

""l 
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ど
す
る
に
足
ら
ぬ
が
、
最
近
支
那
の
不
平
等
倹
約
底
楽
園
椛
同
復
を
け
的
己
す
る
運
動
日
ey
迫
ふ
て
激
烈
ご
な

b
一
、
国
民
政
府
に
よ
る
浅
口
九
江
山
共
同
相
外
奪
回
ゐ
る
に
及
び

我
が
制
支
陣
論
が
少
{
も
二
途
一
じ
分
れ
た

ど
は
寄
人
の
注
目
に
値
す
ゐ
。

一
部
ゆ
人
々
は
、
英
支
の
諾
騰
は
根
底
が
深

ν
り
れ
ど
も
、
支
那
凶
民
ば
良
〈
我

閥
ι
T
諒
解
し
て
ゐ
る
が
ら
、
今
後
け
支

ω
提
悦
必
す
し
も
困
難
で
な
い
正
す
る
に
反
し
・
「
排
英

ω
究
に
は
排
日
」

は
勢
越
〈
ぺ
か
ら

F
る
ニ
ピ
で
ゐ
る
さ

L
て
大
に
前
途
を
憂
ひ
・
支
那
に
於
け
る
我
闘
の
特
縦
擁
訟
の
必
要
上
、

場
合
仁
よ
b
て
は
支
那
に
謝
し
て
我
闘
の
威
力
を
一
不
吉
ね
ば
な
ら
旧
制
ョ
己
主
張
す
る
者
も
あ
る
の
で
る
る
o

何
れ
が

是
な
る
か
o

何
れ
が
非
な
る
か
。
之
に
闘
し
て
左
に
少
し
(
卑
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

支
那
の
不
平
等
保
約
雌
楽
園
桃
回
復
を
目
的
ご
す
る
運
動
は
今
日
に
始
一
り
た
の
で
は
な
い
。
併
に
千
九
百
十
九

年
の
巴
中
融
和
命
日
議
に
於
て
、
支
那
ス
空
機
は
闘
機
回
復
仁
闘
す
る
支
那
の
岡
民
的
要
求
七
簡
保
な
る
も
の
を
提
出

し
た

ωで
あ
っ
た
o

そ
れ
よ
り
三
年
後
の
華
府
曾
議
に
於
て
も
亦
、
支
那
金
権
は
同
一
要
求
を
提
出
し
て
、
列
岡

1I.'f 

日乍

岬

支
那
問
題
智
且

掠
二
十
四
嘩

五
匹

第

観

:IL 
t 

全
確
の
考
慮
を
求
め
た
の
で
ゐ
る
が
、
卒
に
し
て
其
の
一
部
分
に
閥

Lτ
承
認
を
得
た
。
支
那
に
閲
す
る
九
閣
僚

約
、
支
那
的
関
税
に
閲
す
る
依
約
、
支
那
に
於
叶
り
る
治
外
法
権
に
闘
す
る
決
議
、
支
那
に
於
け
る
外
国
郵
似
局
に

閲
す
る
決
議
等
が
成
立

L
て
、
支
那
U
多
少
闘
機
凶
復
の
目
的
を
述

L
、
叉
は
目
的
を
透
す
る
第
一
歩
を
踏
山
す

こ
ど
を
得
た
ゆ
で
ゐ
る
。

一
昨
年
十
月
右
の
支
那
り
閲
税
に
閲
す
る
保
約
に
よ
り
て
胸
枕
特
別
待
議
が
北
京
に
閲

が
れ
、
曾
議
山
り
岬
吋
印
刷
に
於
て
、
支
那
全
権
は
支
那
山
主
縦
獅
立
並
北
(
山
町
倣
士
的
行
政
的
保
全
を
約
す
る
支
那
に
闘

， ， 



U年

支
那
問
題
管
見

第
二
十
四
巻

五
回

第

枕

丸
A 

i諭

す
る
九
園
保
約
の
精
紳
に
基
き

τ、
支
那
の
陶
枕
自
主
檎
回
復
を
要
求

L
、
我
が
み
一
紘
一
が
恋
・
先
之
に
共
鳴
し
て
、

立

(ω
斡
旋

ω下
ド
十
一
月
十
九
日

ω委
員
曾
に
於

τ、
関
税
自
主
機
回
復
承
認
じ
闘
す
る
決
議
案

ω可
決
せ
ら
る

、
仁
及
び
、
支
那
政
府
の
鼻
息
は
頗
る
荒
〈
な
っ
た
。

昨
年
夏
支
那
の
政
局
急
設
り
結
川
端
、
英
闘
会
械
の
提
議
に
よ
h
て
関
税
特
別
曾
議
が
打
切
り
芭
な
る
や
、
支
那

政
府
は
作
戦
を
政
め
‘
其
の
白

Lτ
以

τ不
卒
等
依
約
正
す
る
白
支
、
及
び
仰
支
雨
通
商
僚
約
の
肢
棄
を
韓
明

L
・
我
闘
も
亦
削
採
の
手
段
で
脅
苫
れ
た
ニ
ピ
は
阪
に
本
誌
仁
於
て
逃
べ
た
己
こ
ろ
で
あ
る
(
第
二
十
四
申
告
第
一

鋭
拙
稿
論
文
「
日
支
通
商
航
海
保
約
改
正
に
就
て
と
。
其
外
二
分
五
回
庄
の
閥
枕
附
加
枕
の
不
法
徴
牧
ご
云
ひ
、
明

後
千
九
百
二
十
九
年
一
月
一
日
よ
h
闘
定
税
率
を
適
用
す

ι
正
V

ふ
通
告
ピ
云
ひ
、
時
w
岩
無
人
に
不
平
等
僚
約
厳

菜
園
緋
岡
伎
を
賀
行
せ
ん
ピ
し
っ
、
あ
る
の

t
ゐ
る
。

北
方
の
支
那
政
府

ω態
度
は
右

ω如
〈
で
あ
る
が
、
両
方

ω困
民
政
府
に
至
・
り
て
は
↑
一
層
短
兵
急
仁
帝
国
主
義

抗
破
不
卒
等
僚
約
臨
服
来
を
叫
び
、
武
力
を
以
て
浅
口
及
び
九
江

ω英
国
租
界
回
収
を
断
行
す
る
ま
で
に
至
っ
た

が
、
(
漢
口
英
闘
租
界
を
一
勝
英
一
闘
に
漣
附
す
る
こ
己
に
閲
す
る
英
支
協
定
の
成
立
返
し
ご
体
へ
ら
れ
る
)
、
国
民

政
府

ω
不
平
等
保
約
成
来
闘
機
同
'M
悦
を
目
的
古
す
る
運
動
も
‘
決
L
て
新
し
い
』
ご
で
は
な
い
九

仰
も
岡
民
政
府
の
創
立
者
で
ゐ
b
、
且
問
政
府
を
支
持
す
る
闘
民
議

ω
総
理
で
ゐ
っ
た
孫
文
氏
は
多
年
三
民
主

義
を
唱
導
し
、
英
の
了
部
分
た
る
民
放
主
義
に
基
い

τ、
常
岡
主
義
の
闘
の
政
治
的
経
済
的
腫
迫
的
下
に
苦
し
め

ー、，

， ， 



る
支
那
民
族
を
救
出

L
、
同
民
族
の
白
出
正
平
等
ご
を
回
復
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
ご
を
力
説
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、

之
よ
り
岡
氏
識
の
主
張
が
生
れ
山
た

ωで
ゐ
る
。
最
近
一
し
於
り
る
同
黛
会
副
代
表
者
大
曾
宣
言
の
一
節
仁
日
〈
、

同
民
革
命
の
目
的
は
中
闘
の
白
山
己
平
等
ご
を
求
む
る
に
あ
る
。
自
由
ご
吊
T
等
、
」
は
不
M
T
等
保
約

ω束
純
を
脆

す
る
に
あ
る
。
不
苧
等
俸
が
乞
以
て
中
闘
を
束
縛
す
る
も
り
は
帝
国
主
義
で
ゐ
る
o

故
仁
帝
国
主
義
を
打
倒
す

る
は
貨
に
岡
民
革
命
の
第
一
の
事
業
で
め
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
o

同
民
政
府

ω封
外
方
針
も
亦
此
仁
在
る
の
で
あ
る
か
ら
、
同
政
府
が
帝
国
主
義
打
破
不
半
等
傑
約
厳
乗
を
旗
印
己

L
て
進
み
、

阿
片
戦
領
以
来
支
那
に
於
て
大
に
帝
園
主
義
を
行
ひ
、
横
暴
を
極
め
た
英
岡
を
第
一
の
蹴
己
目
指
す

こ
ご
は
毛
色
怪
し
む
に
足
ら
ぬ
。

然
る
ご
こ
ろ
、
露
西
亜
政
府
%
亦
北
(
の
理
偲
正
す
る
世
界
革
命
を
完
成
す
る
録
的
に
、
他
国
什
の
段
大
な
る
帝
図

主
義
ゆ
闘
で
あ
る
英
闘
の
勢
力
打
破
会
第
一
の
目
標
ご
し
、
土
耳
古
に
於
て
、
挨
及
に
於
て
・
印
度
に
於
て
、
阿

定
汗
に
於
E
勃
興
し
っ
、
ゐ
る
良
族
運
動
英
国
の
端
緋

4
h解
放
せ
ら
れ
ん
E
す
る
弱
小
民
族
的
運
動
を
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
に
よ
b
τ
援
幼
L
っ
、
あ
っ
た
。

で
あ
る
か
ら
、
支
那
に
於
て
不
平
等
僚
約
厳
菜
園
権
回
復
運
動

の
漸
〈
盛
な
る
を
見
て
奇
貨
品
〈
ぺ

L
E
L、
支
那
を
煽
動
鼓
舞
し
て
排
英
熱
を
高
め
、
同
国
に
於
け
る
英
闘
の

勢
力
打
破
に
今
や
全
力
を
集
中
L
っ
、
ぬ
る
の
で
あ
る
。
之
が
縛
め
に
、
露
西
車
政
府
は
ギ
ロ
ヂ
ン
以
下
多
数
の

露
西
直
人
を
或
は
顧
問
或
は
士

d
z
L
I
闘
民
政
府
に
波
遺

L
、
博
ふ
る
ご
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
物
質
上
の
援
助
も

四年

言荷

第

!TI! 

jL 

ブL

停
二
十
四
巻

五
四
三

支
那
削
魁
管
見

晶、，

.' ， 



JI年

f市

支
那
問
題
替
担

第
二
十
四
谷

五
回
四

第
三
披

O 
O 

少
な
か
ら
す
之
に
県
へ
つ
、
あ
る
ゃ
う
で
あ
る
o
期
総
な
究
第
で
ゐ
る
か
ら
・
露
西
盟
政
府
の
勢
力
は
闘
民
政
府

内
に
着
々
古
し

t
畿
日
成
し
、
同
民
業
内
の
共
産
業

ω勢
力
も
亦
日
じ

J
L増
大

L
っ
、
ゐ
る
か
ら
、
岡
民
政
府
の

謝
外
態
度
以
往
々
に
し
て
常
軌
を
逸
L
、
之
に
伶
ふ
て
、
我
園

ω
一
部
に
於
て
園
民
政
府
に
謝
す
る
反
戚
が
強
ま

b
っ
、
あ
る
こ
ご
は
否
認
す
る
を
得
な
い
。
り
れ
V
」
も
、
岡
民
政
府
の
目
的
ど
す
る
不
平
等
傑
約
厳
楽
北
(
の
こ

ご
、
印
閥
税
自
主
権
回
復
治
外
法
権
撤
山
地
租
界
岡
牧
等
の
如
き
は
、
民
族
主
義
仁
基
〈
正
時
固
な
る
要
求
で
あ
っ

て
、
我
閣
は
之
を
同
情
ご
好
意
正
を
以

τ辿
へ
ね
ば
な
ら
向
。
此
の
要
求

l
l曾
τ我
闘
も
欧
米
諸
国
に
封
し

τ

録
し
た
同
一
要
求
を
錫
す
に
無
泌
な
る
手
段
に
依
る
か
ら
芭

τ
(
租
界
の
武
力
凪
枚

ω如
、
さ
に
は
断
乎
ご
し
て
反

謝
せ
ね
ば
な
ら
自
が
)
、

直
ち
に
岡
民
政
府
L
T
亦
化
呼
は
・
り
す
る
は
決

L
工
会
正
な
る
態
度
で
な
い
。

此
り
支
那
の
閥
民
漣
動
は
今
日
迄
の
ご
司
」
ろ
は
い
専
ら
英
闘
を
目
標
ご

L
、
之
に
伶
ふ
て
排
英
運
動
が
超
ー
り
、
英

支
聞
係
頗
る
険
悪
で
あ
る
じ
反

L
、
日
支
闘
係
は
大
岨
胞
に
於

τ良
好
、
我
凶
以
南
北
支
那
凶
民
間
に
先
づ

y
k好

戚
を
以
て
迎
へ
ら
れ
つ
、
あ
る
-
』
ご
は
誠
に
喜
ば

f
い
ζ

ご
で
あ
る
が
、
新
か
る
mm磁
は
川
市
し
て
氷
紛
す
る
で
わ

ら
7

か
o

「
排
英

ω次
に
は
訓
日
」
は
杷
憂
に
過
ぎ
臥
正
安
心
し
て
可
な
ち
で
あ
ら
う
か
。
な
の
翻
る
ご
こ
ろ
に
よ

れ
ば
、
図
民
政
府
り
目
的
正
す
る
ご
こ
ろ
は
、
上
過

ω如
(
帝
闘
主
義

ω闘
の
政
治
的
経
済
的
腿
迫
よ
b
支
那
民

族
を
救
ひ
出
す
に
ゐ
ら
‘
不
雫
等
簡
約

ω束
縛
を
脱
し
て
支
那
民
族
の
自
由
ピ
平
等
正
を
求
め
ん
ど
す
る
に
在
る

以

t
、
英
図
征
伐
だ

υで
は
完
全
に
目
的
を
達
す
る
こ
ご
を
得
な
い
筈
で
あ
る
。
大
正
同
年
の
日
支
倹
約
成
立

L



て
以
来
、
支
那
国
民
は
我
図
を
英
闘
に
到
ぐ
、

高
円
な
寧
ん
英
国
以
上
の
帝
閥
主
義
の
岡
ご
し
て
非
難
攻
撃
を
加
よ

る
ニ
芭
痛
烈
を
極
め
た
で
は
な
い
か
。
支
那
同
氏
は
、
大
正
四
年
我
が
政
府
が
支
那
政
府
に
最
後
通
牒
を
提
出
L

ロ
五
月
七
日
を
以
て
岡
恥
記
念
日
記

L
τ
.
長
〈
掛
岡
崎
の
悦
を
忘
れ
?
、
大
正
入
年
以
来
機
バ
ゐ
る
毎
に
排
日
を

行
ひ
.
釧
日
貨
を
以
て
我
図
eT
抗
し
め
た
で
は
な
い
h
r
o

比
の
支
那
倒
民
は
、

一
昨
年
秋
以
来
我
が
政
府
の
一
不
L

た
多
少
の
好
意
ご
同
情
正
に
成
勤
し
て
、
俄
か
に
我
凶

ω
親
友
己
な
る
祥
一
健
忘
で
あ
ら
う
h
r
o

私
は
大
に
之
を
疑

ふ
O

川
市
し
て
然
ら
ば
、
現
放
の
下
に
於
一
工
は
‘
排
日
は
釧
英

ω次
に
必
す
来
る
べ
き
運
命
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
白
G

り
れ
ど
も
、
国
民
革
命
軍
り
長
江
地
方
へ
進
出
す
る
に
件
ム

τ英
支
の
大
衝
突
避
け
雑
〈
、
此
際
英
岡
己
一
同
時
に

我
倒
を
敵
ご
す
る
こ
正
は
不
利
で
め
る
か
ら
、
釧
英
に
成
功
す
る
正
き
迄
、
暫
ら
〈
釧
日
を
延
期
す
る
に
過
ぎ
ぬ

吉
見
る
の
が
至
蛍
で
あ
ら
う
。

或
は
一
五
ふ
で
あ
ら
う
。
主
義

ω不
一
致
ゃ
、
政
離
の
守
容
の
翁
め
、
今
出
併
に
閥
民
政
府
内
に
内
証
の
茄
が
あ

る
か
ら
、
何
れ
誌
か
ら
中
大
爆
殺
を
見
る
こ
ど
に
な
る
で
あ
ら
う
。
斯
く
し
て
闘
民
議
の
友
傾
添
が
倒
れ

τ右
傾

派
が
勢
力
を
握
る
ご
か
、
又
は
一
歩
を
進
め
て
第
一
革
命
の
折
の
如
〈
南
北
妥
協
が
行
は
れ
、
関
民
政
府
が
倒
れ

て
、
新
政
府
の
樹
立
を
見
る
が
如
き
こ
己
あ
ら
ば
、
或
は
事
情
一
一
挫
し
て
排
日
の
憂
な
き
一
』
正
、
な
る
で
あ
ら
う

t
o
け
れ
ど
も
、
謂
は
ゆ
る
青
年
支
那
は
大
館
仁
於
て
孫
文
氏
の
三
民
主
義
を
信
奉
L
て
、
国
民
政
府
の
主
張
に

共
鳴
L
、
不
平
等
傑
約
底
菜
園
棋
閥
復
は
今
や
質
際
交
那
の
凶
民
的
要
求
ご
な
っ
た
。
国
民
政
府
の
蓮
命
如
何
に

時

論

主
那
問
題
笹
且

第
】
一
十
回
巻

五
回

E

第
三
枕

O 

， ， 



"年

古布

支
那
問
越
智
見

第
二
十
四
各

五
回
大

第
三
腕

O 

拘
は
ら
す
、
支
那
の
支
配
者
た
る
者
は
今
後
比
の
熱
烈
な
る
閥
民
の
抽
却
を
無
組
問
す
る
こ
ご
は
事
情
の
許
苫
ぬ
己
こ

乃
で
わ

ιう
か
ら
、
我
闘
に
封
し
t
特
仁
闘
民
的
要
求
を
大

r緩
和
す
る
こ
ピ
が
ゐ
ら
う
正
は
、

如
何
に
し

τも

考
へ
ら
れ
品
。
排
英
が
早
晩
胡
日
ご
な
る
こ
ご
あ
る
を
錯
悟
せ
ね
ば
な
ら
ね
。

斯
(
一
五
ふ
か
ら
ご
て
、
排
英
は
必
宇
排
日
ご
な
る
の
日
が
あ
る
、
排
日
は
到
底
避
け
難
〈
、

日
支
の
握
手
は
絡

射
に
不
可
能
で
あ
る
ご
断
言
す
る
の
で
は
な
い
o

我
闘
の
割
支
政
策
弐
第
で
は
、
或
は
今
日
露
支
の
聞
に
於
て
見

る
が
如
き
親
善
な
る
闘
係
を
.

日
支
の
問
に
於

τも
見
る
こ
ご
が
出
来
る
で
あ
ら
う
ま
思
は
れ
る
o

け
れ
H

とも、

支
那
に
於
付
る
我
闘
の
特
殊
な
る
立
場
は
、
同
車
し
て
斯
か
る
政
策
の
完
全
な
る
遂
行
を
許
す
で
ゐ
ら
う
か
。
「
排

突
の
次
に
は
排
日
」
は
必
中
し
も
杷
人
の
愛
で
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。

然
ら
ば
露
両
亜
は
如
何
に

L
て
今
日
支
那
の
親
交
を
威
主
v

得
た
の
で
あ
る
か
o

露
西
直
一
炉
支
那
凶
民
間
に
多
大

の
信
用
ピ
勢
力
ご
を
得
た

ωは
、
北
に
カ
ラ
』

y
、
山
間
に
ポ
ロ
ヂ
ジ
が
ゐ
っ
て
、
常
国
主
義
の
闘
は
露
支
共
同

ω

敵
で
ゐ
h
・
露
支
は
帝
同
問
主
義
釘
破
に
於

τ利
害
を
一
に
す
る
こ
ご
を
支
那
人
の
聞
に
宣
侍
し

τ、
支
那
の
人
心

を
牧
撹

L
た
が
絡
め
の
み
で
は
な
い
o

貨
に
、
相
互
平
等
一
公
正

ω原
則
に
基
い
て
締
結
し
た
千
九
百
二
十
四
年
五

月
三
十
一
日
の
露
支
協
約
に
よ
h
て
、
露
西
亜
が
支
那
に
於
て
有
し
た
る
一
切
の
特
植
を
拠
棄
L
、
支
那
民
族
解

放
運
動
の
忠
貫
な
る
味
方
た
る
一
』
ピ
を
示

L
た
か
ら
で
あ
る

(
露
西
亜
以
外
に
今
日
支
那
が
平
等
俸
制
を
有
す
る

h・1

. . 



闘
は
猫
逸
、
境
地
利

日市

P
グ
ィ
ァ
、
智
利
、
波
期
等
で
あ
る
)
。

同
協
約
に
よ
旬
、

露
両
盟
は
支
那
に
封

L
、

関
税
自
主
催

ω回
復
・
治
外
法
機

ω徹
底
、
租
M

介
に
闘
す
る
一
切

ω特
檎
及
び
北
清
事
件
賠
償
金
の
川
山
梨
、
支
那

の
資
金
を
以
て
す
る
束
支
鎚
道
の
岡
牧
等
に
同
意
し
、
更
に
外
出
家
古
が
完
全
に
支
那
の
一
部
た
る
こ
ど
を
承
認
L

た
の
み
な
ら
中
、
進
ん
で
前
蕗
帝
政
々
府
ご
支
那
政
府
ご
の
問
に
締
結

L
た
一
切
の
僚
約
協
約
等
を
廠
来

L
τ
.

別
に
相
互
平
等
公
正
の
原
則
に
よ
り
て
締
結
す
べ
き
新
[
吉
伸
明
約
協
約
等
合
以
て
之
に
代
ゆ
ペ
き
ニ
ど
を
承
諦

し
、
剰
へ
前
露
出
耶
政
々
府
ピ
第
三
国
政
府
古
の
聞
に
締
結
l
た
一
切
の
保
約
協
約
等
に
し
て
、
支
那
り
主
権
及
川
付

利
益
を
侵
害
す
る
も
の
は
総
て
無
放
た
る
こ
ご
を
投
明
し
た
。
拘
に
思
切
っ
て
大
な
る
譲
歩
を
錯
し
た
も
の
で
あ

る
ご
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
o

も
つ
芭
も
、

ω
晶
画
頭
が
目
指
し
て
如
何
な
匂
四
何
度
ま
で
同
協
約
版
行
の
誠
怠
を
有
つ

τ
ゐ

る
か
は
、
其
の
第
二
候
仁
規
定
す
る
細
目
協
定
曾
議
の
結
川
市
を
待
た
ね
ば
明
じ
は
な
ら
な
い
が
、

兎
も
角
も
、
露

西
盟
が
露
支
の
一
切

ω萄
関
係
を
破
棄

Lτ
、
支
那
を
一
中
等
を
以

τ
待
遇

L
、
帝
岡
主
義
を
打
破
苛
る
縛
め
に
共

の
民
族
運
動
を
援
助
す
る
・
】
ご
を
明
示
し
た
守
】
ご
は
、
露
両
E
e
T
し
て
今
日
支
那
の
親
友
或
る
場
合
に
は
共
の
指

導
者
た
る
e

ぜ
得
世
し
め
内
所
以
で
ゐ
る
ο

も
つ
己
も
、
英
図
た

h
E
も
決
し
て
支
那

ω永
久
の
敵
で
は
な
い
の
で

あ
る
。
上
述
し
た
週
・
閥
民
政
府
営
扮
め
古
し
て
支
那
闘
民
一
般
が
今
日
英
国
を
不
倶
戴
天
の
敵

ω如
〈
取
扱
ム

の
は
、
英
闘
が
九
十
年
来
政
治
的
経
済
的
に
支
那
を
剛
山
迫

L
、
列
園

ω謝
支
師
陣
迫
の

9
1
ダ
ー
で
あ
っ
た
か
ら
で

ゐ
っ
て
、
先
づ
此

ωリ
ー
ダ
ー
を
排
除
し
て
自
由
正
午
等
ご
を
回
復
せ
ん
ご
す
る
に
出
づ
る
の
で
あ
る
。
で
あ
る

罰金

日肯

支
那
問
問
ぷ
且

銘
二
十
四
谷

五
山
士

ztf! 

~ 
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l時

前

主
那
問
題
皆
且

第
二
十
四
各

五
四
λ

第
三
斡

O 
四

以

τ支
那
を
待
遇
す
る
こ
正
、
な
れ
ば
、
戒
は
英
支
倒
係
を
一
新
す
る
こ
ピ
が
出
来
。
で
あ
ら
う
o

か
ら
・

I
唱
し
英
闘
が
北
(
の
劉
支
態
度
を
根
本
的
に
改
め
、
支
那
に
於
て
有
す
る
特
権
の
全
部
を
拠
楽
L
、
一
中
等
を

「
如
何
な
る

岡
家
た
h
ご
も
現
在
の
支
那
ご
の
僚
約
を
廃
楽
L
、
北
(
の
租
借
地
を
一
返
附
し
、
草
命
政
府
を
承
認
す
る
も
の
は
、

支
那

ω友
邦
吉
見
倣
す
」

ε
は
締
介
石
氏

ω言
明
す
る
ご
こ
ん
で
は
な
い
か
。
況
ん
や
支
那
ご
町
邸
前
輔
市
平
の
聞
係

あ
る
我
闘
に
於

τを
や
で
あ
る
c

現
在
の
ご
ニ
ろ
-
闘
民
政
府
を
始
め
一
般
支
那
岡
民
が
親
日
気
分
に
な
っ
て
ゐ

る
の
を
似

τ、
「
排
英
の
次
に
は
排
日
」
な
左
、
騒
ぎ
廻
る

ιε
は
無
用
で
あ
る
ご
し
一
1
荷
且
倫
支
す
る
ニ
ど
な

〈
、
新
支
那
的
建
設
仁
同
付
援
助
す
る
な
ら
ば
、

日
支
親
善
の
促
進
必
十
し
も
不
可
能
で
な
い
。

住
ふ
に
、
北
方

ω支
那
政
府
は
正
式
政
府
で
な
〈
、
出
方

ω闘
民
政
府
も
亦
列
闘
に
よ
、
り

τ泳
泌
せ
ら
れ
た
政

府
で
な
レ
。
斯
か
る
無
政
府
批
般

ω支
那
を
謝
手
に
不
平
等
保
約
廠
乗
を
議
す
る
が
如
き
は
誌
を
得
わ
い
こ
古
で
は

、l晶
、
。
ゐ
F
L
e
-
-
-
3
、

f
j
L
t
t
t
t
 
一
昨
年

ω関
税
特
別
合
議
以
来
旧
制
著
ご
な
っ
た
列
国
協
調

ω崩
壊
は
、

列
闘
を

L
て
支
那
に

於
て
布
す
る
特
維
の
拠
来
世
俗
儀
な
〈
せ
し
め
つ
、
あ
る
り
で
め
る
o

白
耳
義
は
、
支
那
政
府
の
要
求
に
従
ふ
て

千
入
百
六
十
五
年
十
一
月

ω白
支
泌
市
川
縦
約

ω改
正
に
同
意
し
、
同
闘
公
使
は
去
る
一
月
十
七
日
内
保
約
改
正
曾

議
に
於

τ、
治
外
怯
緋
撤
厳
正
租
持
法
附
を
言
明
し
、
米
国
政
府
も
、
支
那
に
し

τ会
同
民
士
代
表
す
る
者
を
任

命
し
得
る
な
ら
ば
、
治
外
法
権
を
撤
廃
し
、
閥
枇
自
主
椛

ω同
復
を
承
認
す
る
潟
的
交
沙
eT
開
始
す
る
用
意
を
有

す
る
宵
を
難
明
し
た
。
英
図
政
府
も
亦
昨
年
十
二
月
ピ
今
年
一
月
ど
の
二
回

ω提
案
に
よ
b
て
、
支
那
の
岡
民
的

必



要
求
を
大
に
察
る
、
の
誠
意
ゐ
る
を
示
し
・
基
督
敢
闘
に

t
b
て
重
要
な
る
特
樺
た
る
数
曾
用
り
土
地
租
借
械
ず

ら
も
拠
楽
す
る
の
意
め
る
・

}
t
を
明
仁
し
た
。
仰
陥
酬
西
も
定
め
し
時
代
じ
適
合
せ
京
る
各
同
特
擁
拠
来
り
決
意
を

宿
す
る
で
あ
ら
う
。

列
闘
の
劃
支
態
度
が
斯
慌
に
な
う
た
以
上
、
支
那
に
於
付
る
特
棋
を
今
後
、
一
水
〈
維
持
す
る
が
如
き
は
最
早
事
情

の
許
苫
ぬ
ご
こ
ろ
で
ゐ
る
。
閲
枕
特
別
曾
議
に
於

τ、
率
先
し
て
閥
税
自
主
機
凶
復
問
題
を
支
那
の
縛
め
に
作
利

に
導
い
た
我
闘
は
、
自
ら
作
っ
た
今
日
の
大
勢
に
鑑
み
て
特
権

ω維
持
に
総
々
た
る
一
て
こ
な
〈
、
支
那
の
闘
民
的

要
求
仁
し
て
合
理
的
な
る
限
h
岡
山
明
ご
好
意
ご
を
以
て
之
を
考
慮
[
、
支
那
に
益
岡
民
を
代
表
す
る
政
泊

ω成
立

す
る
上
は
、
事
情
の
許
す
限
ム
リ
惑
に
閥
民
的
要
求
を
迷
成
し
得
る
や
ろ
支
那
を
援
助
す
べ
き
可
じ
ゐ
品
。
然
ら
す
ん

ば
備
作
っ
て
魂
入
れ
凶
の
識
を
招
〈
で
め
ら
う
。

四

最
近
の
形
勢
に
徴
す
れ
ば
、
氾
吉
崎
市
戒
に
於
て
、
支
那
は
日
英
米
仰
白
諸
国
は
勿
論

ω
こ
と
一
般
欧
米
諸
国
ご

の
閲
係
に
於
て
、
閥
税
自
主
械
、
治
外
法
権
、

稲
川
伊
等
に
闘
し
不
平
等
傑
約
出
掛
楽
闘
機
同
復
内
川
的
を
迭
し
得
る

で
あ
ら
う
が
・
獲
る
正
こ
み

ω租
伯
地
地
州
の
問
題
は
如
何
に
解
決
せ
ら
れ
る
で
ゐ
ら
う
か
。

成
海
術
及
び
蹟
州
機

ω二
租
位
地
仁
就
て
観
る
仁
、
事
府
南
口
議
仁
一
於
て
日
支
聞
に
山
東
遊
附
問
問
の
解
決
の
ゐ

つ
柁
結
川
市
、
英
仰
は
各
右
組
借
地
の
川
越
川
川
を
韓
明
し
た
に
も
拘
は

ι
A
r
・
北
(
後
遺
附
僚
件
の
交
捗
未
了
に
錯
口
し

時

論

支
那
問
題
管
見

第
二
十
同
審

五
回
九

第
三
挽

() 

'11 

山



“主

五満

支
加
問
題
管
見

第
二
十
四
巻

五
五

O

第
一
一
一
概

o 
，、

て
今
向
租
借
継
続
中
で
あ
る
。
然
し
、
雨
闘
は
支
那
の
熱
烈
な
る
国
民
的
要
求
に
感
じ
て
速
か
ら
十
其
の
還
附
を

質
行
す
る
で
め
ら
う
ご
思
は
れ
る
が
、
英
闘
の
租
借
地
た
る
九
龍
宇
島
U
如
何
う
な
る
で
ゐ
ら
う
か
。
事
府
曾
議

に
於

τ、
英
嗣
闘
は
九
龍
な
け
れ
ば
香
港
は
金
(
無
防
備
ご
な
り
、

一
旦
事
あ
る
己
主
香
港
を
保
持
す
る
こ
ご
が
悶

難
で
あ
る
、
そ
し

τ香
港
の
防
備
は
漏
ら
英
同

ω利
益
に
閲
す
る
の
み
な

ι宇
、
香
港
の
地
位
が
世
界
的
な
る
今

日
全
世
界
的
利
盆
に
重
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
-
b
、
九
龍
の
租
備
は
軍
に
勢
カ
均
衡
上
獲
得
し
た
る
成
海
衛
ご

は
同
一
に
論
宇
る
こ
ご
が
出
来
ぬ
己
し
て
、
結
局
比
(
の
泣
附
に
同
意
す
る
飽
は
F
る
旨
を
言
明
し
た
の
で
ゐ
る

が
、
支
那
に
於
け
る
岡
雄
回
復
に
閲
す
る
要
求
山
白
熱
的
ど
な
れ
る
今
日
吉
雄
も
品
川
、
英
闘
は
飽
〈
ま
で
も
之
を

維
持
せ
ん
、
す
る
で
ゐ
ら
う
か
。
机
借
地
岡
牧
に
闘
す
る
閥
民
政
府
有
力
者
の
意
見
に
し
て
掛
引
山
り
な
い
w

も
の
=

す
れ
ば
‘

九
施
問
題
は
英
支
関
係
根
本
的
改
善
的
一
大
隊
磯
物
ご
な
る
良
が
ゐ
る
や
う
で
め
る
。

我
岡
仁
正
、
り
て
.
放
順
大
辿
は
地
理
的
仁
我
凶
仁
接
近
L
、
我
同
聞
の
経
済
生
活
及
び
図
防
上
重
大
な
る
胸
係
あ

る
地
域
内
一
一
部
を
形
成
す
る
の
放
を
以
工
、
英
凶
に
ピ

h
て
内
九
龍
以
上
に
必
要
で
あ
る
ω

フぐし

τ、
之
ど
共
に

我
岡
り
支
配
下
に
在
ゐ
雨
漏
洲
の
二
織
道
を
喪
失
す
る
司
=
」
は
我
が
岡
湿
の
抽
出
長
に
至
大
な
る
閥
係
が
め
る
以

上
、
濫
り
に
H
E
等
を
港
附
す
る
を
待
な
い
ミ
ど
は
な
が
従
来
一
腿
次
論
じ
た

t
-
}
ろ
で
あ
る
か
ら
、
践
に
繰
返
す
こ

ご
を
越
り
る
。
右
り
祖
伯
地
及
び
織
山
迫
骨
基
礎
ざ
し
て
築
き
上
げ
ら
れ
た

ι術
家
仁
於
げ
る
調
ゆ
る
我
闘
の
特
妹

地
位
に
闘
し
1
、
情
ム
る
が
如
く
倒
民
政
府
の
有
力
者
聞
に
充
分
理
曾
が
あ
れ
ば
、

日
支
同
闘
の
銭
的
に
大
に
喜

ー、、.

鼻、』



ぺ
き
こ
ご
で
ゐ
る
が
・
若
し
然
ら
十
し
て
、
今
年
一
月
九
江
に
於

τ、
縛
介
石
氏
が
大
阪
朝
日
新
聞
枇
特
減
員
に

謝
し
て
「
中
闘
の
国
境
内
に
日
本
的
特
殊
地
位
ご
い
ふ
も
の
が
あ
る
な
ら
ば
末
花
園
民
革
命

ω成
功
Z
い
ふ
こ
ご

が
出
家
向
」
正
一
五
ふ
正

-
7り
が
、
支
那
国
民
的
意
見
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
ご
す
れ
ば
、
我
闘
が
列
岡
正
、
も

に
閲
税
自
主
権
治
外
法
権
租
界
等
に
倒
し
て
支
那

ω凶
民
的
要
求
を
容
認

L
て
も
筒
、

日
支
の
親
善
は
世
間
分
盟
み

難
い
w

で
ゐ
ら
う
o

そ
し
て
、

日
支
親
善
の
翁
め
に
郎
防
還
附
す
る
に
は
、
満
蒙
に
在
る
我
闘
の
特
機
は
倫
、
，
り
に
重

要
で
あ
る
o

浦
市
誠
に
於
げ
る
我
国

ω特
妹
地
位
が
日
支
闘
交
上
の
癌
服
た
る
を
免
れ
な
い
こ
さ
は
、

日
支
耐
闘
の
一

縛
め
に
深
〈
之
を
窓
し
ま

43
る
を
得
な
い
o

北
引
し
夫
れ
周
民
革
命
成
功
凶
焼
、
閥
民
政
府
が
露
両
並
政
府
ご
提
携
し
て
世
界
革
命
の
遂
行
を
企
て
、
無
法
に

も
、
謂
ゆ
る
被
雌
迫
民
族
的
獅
立
運
動
を
援
助
す
る
が
如
き
こ
ど
ゐ
ら
ば
、
朝
鮮
人
及
び
盛
栂
人
に
閥
L
て
日
支

聞
に
大
潟
騰
を
生
中
る
こ
己
が
あ
る
で
ゐ
ら
う
o

同
闘
関
係

ω府
米
は
、
此
酷
か
ら
翻

τ色
必
守

L
も
柴
似
す
る

を
許
き
刑
制
ゃ
う
で
ゐ
品
。

関与

言歯

主
那
問
題
笹
見

第
二
十
四
番

五
五

第
三
一
概

O 
k 
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